
 

令和元年 11 月 27 日 

地域密着型サービス 
                        

令和元年度 第４回運営推進会議議事録 

運営推進会議の開催状況について 

法人名・事業所名 グループホームぬく杜の郷・しおさい 

所在地 虻田郡豊浦町字豊浦町浜町１７番地３ 

担当者名・連絡先 施設長 藤井丈彰 TEL ０１４２-８３-７７１１ 

従業者 従業者総数 １５ 人（内訳：常勤１２人 非常勤３人）（令和元年 11月 21日現在） 

 うち夜勤の従業者 1日当たり事業所全体の勤務従業者数  ２人 

運営推進会議の開催日 令和元年 11  月 21 日 （令和元年度 第 4回） 

運営推進会議の構成員 所 属（団体等）名 職  名 出 欠 

 入居者 グループホームぬく杜の郷・しおさい    ― 〇 

入居者 グループホームぬく杜の郷・しおさい    ― 欠席 

入居者の家族 グループホームぬく杜の郷・しおさい    ― 〇 

入居者の家族 グループホームぬく杜の郷・しおさい    ― 〇 

地域住民の代表者 豊浦町浜町自治会 自治会長 〇 

地域民生委員 民生委員協議会 副会長 〇 

地域協力者 近隣協力者 有識者 欠席 

市町村職員 豊浦町総合保健福祉施設やまびこ 事務長 〇 

市町村職員 豊浦町地域包括支援センター 認知症地域支援推進員 欠席 

地域社協 豊浦町社会福祉協議会 事務局長 〇 

地域消防 西胆振行政事務組合伊達消防署豊浦支署 庶務・警防主幹 欠席 

地域駐在所 札幌方面伊達警察署豊浦駐在所 警部補 〇 

施設職員 グループホームぬく杜の郷・しおさい 施設長 〇 

施設職員 グループホームぬく杜の郷・しおさい 介護支援専門員 〇 

施設職員 グループホームぬく杜の郷・しおさい 計画作成担当 〇 

議題 ◯活動状況の報告・その他報告事項 

◯会議の出席者からの事業所の活動状況の評価 

◯事業所への要望、助言等の意見聴取 

利用状況 利用者総数 １８人 （令和元年１１月２１日現在） 平均介護度２．７ 

 稼働率９５．８８％ 

要支援１： 人 要支援２：1人 要介護１：4人 要介護２：3人 

要介護３：5人 要介護４：2人 要介護５：3人 － 



 

交流・行事等の実施状況 

・利用者の家族との交流内容 

・地域との交流内容 

・その他の事業 など 

 

 

 

（直近約 2か月又は前回報告以降） 

9月 27日  ひだまりユニット会議 
10月  2日 せせらぎユニットカンファレンス・施設内研修（感染症） 
        豊浦町徘徊捜索模擬訓練事務局会議 
10月  3日 身体拘束・高齢者虐待防止研修２名参加（室蘭） 
10月  7日 ひだまりユニットカンファレンス 
        シュタイナー学園いずみの園実習（10/18まで）1名 
10月 15日 豊浦町徘徊捜索模擬訓練 
10月 16日 施設内研修（感染症・労働衛生）相互評価事業（室蘭） 
10月 17日 相互評価事業（伊達） 
10月 19日～20日学術大会（とわにー）豊浦小学校学芸会 
10月 22日 相互評価事業受入 
10月 25日 ひだまりユニット会議 
10月 26日 認知症の人を支える家族の会町民セミナー 
10月 28日  豊浦中学校サポーター養成講座（出張講座）       
11月  6日 ひだまりユニットカンファレンス 
11月 8日 豊浦中学校福祉体験学習 23名来園 
11月 9日 豊浦町内廃品回収 
11月 13日 施設内研修（高齢者虐待防止・身体拘束研修） 
11月 15日 せせらぎユニット会議 

事故の状況 裂傷（転倒）１件 

〇月×日 居室よりリビングへ歩いてきたところ、バランスを崩し前のめ
りに転倒する。右目の上に幅 2cmほどの裂傷。止血するも傷が深く通院
が必要と判断。病院で 7針縫合、1週間後に抜糸。経過良好。 

ヒヤリハット報告 （9/27～11/21）全 4件 

ヒヤリハットⅠ    0件 

（内訳：）  

ヒヤリハットⅡ    4件 

（内訳：転倒 2件、転落 1件、むせ込み 1件） 

苦情ヒヤリハット    ０件 

相談・苦情の状況 （直近約 2か月又は前回報告以降） 

苦情 無 

相談３件 （入居相談３件） 

身体拘束の状況 

 

有：無 

身体拘束等適正化委員会（直近の開催日１０／２２） 

直近の研修開催日 １１／１３ 

感染症等の発生状況 有：無  研修開催 １０／２３ インフルエンザ予防について 

１１／３  嘔吐物処理実技研修（今季４回目） 

その他の報告事項 各ユニットより毎月の広報誌について紹介する。 

豊浦中学校福祉体験学習（室蘭民報掲載記事紹介） 

添付資料 〇議事次第 

〇事業所報告資料 

〇施設広報誌 せせらぎ通信・ひだまり通信 

〇豊浦中学校福祉体験学習（室蘭民報掲載記事） 

 



 

会議出席者より 

事業所の活動状況の 

評価 

事業所への要望・助言等 

 

豊浦中学校福祉体験学習受入れについて藤井より説明する。 

１０／２８工藤計画作成担当者が中学校へ出向き、中学１年生２３名を 

対象に認知症サポーター養成講座を実施する。（出張講座） 

１１／８豊浦中学校２３名の生徒を福祉体験学習として実習受け入れ 

を行う。実習終了後、生徒の感想文をいただき、その中からいくつか抜粋 

してお伝えする。 

「高齢者の方と接するのは難しいけど、職員の人は優しく接してくれた」 

「お年寄りの方と話すのが得意じゃないけど、今日の体験で興味が出た」 

「自分も将来は、介護に携わる仕事ができるようにしたい。もっと認知症 

について知って、自分にできることを増やしたいと思った」など。 

 

●A氏 

 事前講座を実施することについて「予備知識があると違うよね」 

 「中学校は福祉学習に力を入れているようだしね、以前社協の職員も 

講義に行っている」 

 

●B氏 

 「福祉に関心を持ってもらうことはいいことだよね」 

 「豊浦町地域支え合いのボランティア養成講座にも講師でお願いしたい 

 ですね」 

 

●C氏 

生徒の感想文より 

「今は生徒も自分で色々調べられるから、自分の為にもなるよね」 

 

●D氏 

 交通安全関連 

「最近、雪も降り車の事故が増えている。運転気をつけてください」 

 特に京極線札幌方面（豊浦からさくら）の場所は注意。事故が多い。 

 

●C氏 

 ひだまり広報誌より～２階から見える夕日が綺麗でいいね。 

  

●E氏 

 インフルエンザについて 「勤務先の病院でもまだ出ていませんね」 

 

●F氏 

 高齢者虐待について 

「ニュースで虐待ニュースを見ると、ここの方はいつも親切にして 

くださってありがたいです」 

「また、”認知症”とひとくくりだと思っていたけど、ここはひとり一人 

に合わせて対応してくれるから安心です」 

 

●C氏 

「今年も餅つきするのかい？」 

今年も宜しくお願いします。日程が決まり次第ご連絡することを伝える。 

 

 

 

 

以上で会議を終了する。 

 


